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世界初・万博会場上空で、ドローンと空飛ぶクルマの運航調整支援を実施 

～ 「空の移動革命」実現に向け、リアルな運航環境での安全運航管理を実証～ 

 

一般社団法人日本 UAS 産業振興協議会（本社：東京都文京区、理事長：鈴木 真二、以下 JUIDA）

とブルーイノベーション株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：熊田 貴之、以下 ブルーイノ

ベーション）をはじめとする関係各社は、2025 年 8 月 16 日、大阪・関西万博会場において、ドロー

ンと空飛ぶクルマが共存して運航する実証を実施しました。本実証は、未来の都市型エアモビリティ

社会において想定される「多様なエアモビリティの輻輳」を、万博の会場上空という現実の環境下に

おいて、運航管理手法の有効性を検証するものであり、空の移動革命の実現に向けた一歩となりま

す。  

JUIDA 会員および協力企業から成る万博運航管理チーム 

■背景と目的 

空飛ぶクルマの利用は今後拡大すると見込まれ、ドローンとの空域重複は避けられません。空の交

通を混乱なく成立させるためには高度な運航管理が不可欠であり、事業者間の自主調整にとどまら

ず、独立した運航管理体制の構築が求められます。 

今回の実証では、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の「ReAMo

プロジェクト」の成果を活用し、ドローンや空飛ぶクルマの運航状況を一元的に把握する運航管理シ

ステム（ReAMo UTM）と現場での目視監視を組み合わせることで、複数のエアモビリティが飛行す

る状況を安全に管理できることを実証しました。 



■実証の概要 

午前中にはまず、ドローンの運航が行われ、南岸エリアや大屋根リング上など会場内の複数拠点か

ら運航管理チームが監視を実施しました。その後、空飛ぶクルマの飛行が 2 回にわたり実施され、離

陸から飛行、着陸に至るまでのプロセスを運航管理チームが逐次確認し、ドローン事業者との情報共

有を通じて、空間的時間的に近接した両者の運航を安全に分離するための運航調整手順が検証され

ました。 

 

■実施体制 

本実証は、ドローンの飛行前の安全管理を担う JUIDA と、飛行中の安全管理を担うブルーイノベ

ーションに加え、JUIDA 会員企業 5 企業・団体（合同会社オーシャンワン、一般社団法人関西ドロー

ン安全協議会・パシフィックエアサービス株式会社 TEAM EXPO2025、東邦ホールディングス株

式会社、株式会社アイテム、株式会社 Suzak）から成るドローン運航管理チームと、日本電気株式会

実証内容の概念図 ReAMo UTM の画面 

（提供：Intent Exchange 株式会社） 

当日の実証の様子 

（２０２５年日本国際博覧会協会提供画像を加工して作成） 



社、Intent Exchange 株式会社、株式会社 NTT データから成る運航管理システムチームによって

実施されました。 

なお、運航管理システムの詳細については、同日に各社から発信されるプレスリリース・発表文を

ご参照ください。 

・日本電気株式会社 プレスリリース URL ： 

 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001051.000078149.html 

・Intent Exchange 株式会社 プレスリリース URL ：  

https://intent-exchange.com/news/20250924 

・株式会社 NTT データ 発表文 URL ：  

https://www.nttdata.com/global/ja/news/topics/2025/092401/ 

■運航管理チーム参画企業コメント（抜粋） 

合同会社オーシャンワン 岡久氏 

「今回の実証は、未来の都市空域で求められる安全な運航管理の在り方を現場で体感する貴重な機

会となりました。ドローンと空飛ぶクルマが同じ空を共有できることを確認できたことは、私たち業

界にとって大きな一歩です。」 

 

一般社団法人関西ドローン安全協議会・パシフィックエアサービス株式会社 TEAM EXPO2025 

髙本氏・竹林氏 

「日常的に利用される空域での運航は、これまでの実証環境とは緊張感が異なります。 

“究極の本番”を経て、JUIDA 特別講師としての制度設計や運用ルールづくりに具体的な知見を提

供できたと考えています。」 

 

東邦ホールディングス株式会社 緒方氏 

「今後の物流業界では、空輸は緊急性・効率性に不可欠であり、安全かつ円滑な空の交通のため 

には、運航管理システムと現場監視の両輪が必要です。万博を契機に、このモデルを学び、将来 

の運航に生かしたいと思います。」 

 

株式会社アイテム 尾城氏 

「空飛ぶクルマの実際の飛行に立ち会い、同時飛行における運航管理の重要性を改めて実感しまし

た。チームの一員として地元の万博に参加できたことを糧に、実践的な立場から今後の空の安全安

心に貢献してまいります。」 

 

■今後について 

大阪・関西万博での実証や会期中に得られる知見は、将来の次世代モビリティにおける空域管理

制度の検討や、民間主導の空域サービスの構築に反映されていきます。万博を起点に、アジア発・世

界標準となる空の運航インフラの構築を目指します。 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001051.000078149.html
https://intent-exchange.com/news/20250924
https://www.nttdata.com/global/ja/news/topics/2025/092401/


本リリースに関する問い合わせ先 

一般社団法人日本 UAS 産業振興協議会 広報担当 植木 

TEL：03-5459-3244 | E-Mail：press＠uas-japan.org 

ブルーイノベーション株式会社 経営戦略部 広報・IR チーム 

TEL:03-6801-8781 | E-Mail：press@blue-i.co.jp 

 

* * * 

 

■会社概要 

一般社団法人日本 UAS 産業振興協議会｜JUIDA （東京都文京区） 

 

近年飛躍的な発展を遂げている無人航空機システム（UAS）の、民生分野における積極的な利活用

を推進し、次世代モビリティ産業の新たな市場の創造を行うとともに、次世代モビリティ産業の健全

な発展に寄与することを目的として、2014 年 7 月に設立されました。JUIDA は、国内外の研究機

関、団体、関係企業と広く連携を図り、次世代モビリティ産業に関する最新情報を提供するとともに、

さまざまな民生分野に最適な次世代モビリティを開発できるような支援を行っています。 

https://uas-japan.org/ 

 

ブルーイノベーション株式会社（東京都文京区） 

 

1999 年 6 月設立。複数のドローン・ロボットを遠隔で制御し、統合管理するためのベースプラットフ

ォームである Blue Earth Platform（BEP）を軸に、以下ソリューションを開発・提供しています。 

・点検ソリューション（プラント・工場・公共インフラなどのスマート点検、3D モデル化など） 

・教育ソリューション（法人の人材育成、パイロット管理システム提供など） 

・ポートソリューション（ドローンポートシステム提供など） 

・ネクストソリューション（監視、清掃システム提供など） 

http://www.blue-i.co.jp/ 
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